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【農場長より】 

 今年も地域の方に支えられ 1年間を

無事過ごすことが出来ましたこと、誠に有

難うございました。ミニ文化祭の農産物販

売は、大盛況でした。そばの店の活動が

認められ産業賞をいただきました。また、

恒例の東京日本橋でそばの店を行ってき

ました。次年度も様々な活動をしますの

で、ご協力のほどよろしくお願いします。   

産業賞表彰式     東京日本橋でも大盛況 

【作物部門より】 

 今年も一年、無事にコメ、ソバの栽培・収穫をすることができました。おかげ様で、沢山の方々に耶麻農産コシヒカリをお届
けすることができました。また、９月に行われたＪＧＡＰの更新審査も無事に通り、ＪＧＡＰ認証を受けることが出来まし
た。生徒たちも一年間の研究成果をまとめ、次年度の新たな研究テーマの設定や事前学習に励んでいます。 

来年度も、皆さんに安全・安心な農産物を提供できるよう、より一層頑張っていきたいと思います。 

    

専攻生の発表(２年) 専攻生の発表(３年) ＪＧＡＰ審査の様子(９月実施) ＪＧＡＰ認証 

【畜産部門より】 

本年度の生産については、肉牛部門では全頭が最高ランクの A５等級を肥育することができました。またセリ値最高をつ
けたものもあり近年肉質の良いものを出荷することができました。学習成果では、県の家畜審査競技大会 3 名が優秀賞を
いただきました。プロジェクト発表では、３年生・２年生が１年間取り組んだ調査研究をまとめ、校内研究発表も頑張りま
した。これからも継続研究し良い結果を出せるよう頑張りたいと思います。 

    

家畜審査競技の様子 体重測定の様子  セリの見学（郡山市） 6次化の取組み（牛肉販売） 

 

 



 

 

 

【野菜部門より】 

今年度の野菜部門は、夏の天候不順や秋の台風など厳しい気象状況ではありましたが、ほとんどの野菜の生育は順調

でした。特に長ネギは、順調に生育し大文化祭や山都新そばまつり等で多くのお客様に販売することができました。来年度

もいろいろな野菜を生産して、皆様に喜んで頂けるように実習に励んでいきたいと思います。 

苗販売の準備も始まり、3月上旬より随時たねまきを開始します。５月７日に苗もの販売会を実施予定です。 

    

【草花部門より】 

 多くの方に花を購入していただきありがとうございました。この時期は、花壇用のたねまきやシクラメンの栽培が始まりました。

なお、地域の小・中学校の卒業式に飾ってもらうシネラリアの販売を行っています。 

次年度も町の花屋さんとして、地域の方に楽しんでもらえるように頑張ります。 

 
   

シクラメンの苗    ベコニアの苗   ニチニチソウの苗 シネラリアは販売中 

【農業クラブより】 

 １月２２日に校内研究発表大会が開催され、２年生、３年生が課題研究の授業で取り組んだ成果を発表しました。 

最優秀賞は 「種雄牛による肉質の違い～６次化への取り組み～」で３年 畜産選択班 鈴木愛大君 佐藤泰成君 
他２名が賞をいただきました。今後も継続研究をおこない良い結果が出せるように、頑張ってほしいと思います。 

 農業クラブ全国大会では３年生佐藤和真君が農業鑑定競技に出場し、優秀賞を得ることができました。次年度の全国
大会は静岡県でおこなわれます。福島県農業鑑定競技は現在 6連覇中。7連覇に向けて生徒皆さんの更なる飛躍を期
待しています。 

   

校内研究発表の様子 令和元年度農業クラブ全国大会 


